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消 防 救 第 １ ２ 号

防 運 第 １ ５ ４ 号

平成８年１月１７日

一部改正：平成１９年１月９日

一部改正：平成３１年１月１日

「大規模災害に際しての消防及び自衛隊の相互協力に関する協定」

の実施に係る留意事項

消 防 庁 救 急 救 助 課 長

小 濵 本 一

防 衛 庁 防 衛 局 運 用 課 長

金 澤 博 範

（協力をする際の原則）

第１条 大規模災害に際して、消防及び自衛隊が相互に最大限の協力をすることは、

、 、その任務をより効果的に遂行するうえで最も重要なことであり 消防及び自衛隊は

今後とも、消防庁－防衛省、各消防機関－部隊等の各レベルにおいて平素から緊密

な連絡調整を維持、強化していくものである 「大規模災害に際しての消防及び自。

衛隊の相互協力に関する協定 （平成８年１月１７日 消防救第３号、防運第１５」

３号。以下「協定」という ）は、この趣旨を明確にし、大規模災害に際しての消。

防及び自衛隊の相互協力がより迅速かつ円滑に行われるようにするものである。

なお、協定に定める消防及び自衛隊の相互の協力は、各々の本来業務に支障のな

い範囲で行うものであることは当然である。

（協定の「大規模災害」の意義）

第２条 協定第１条中「大規模災害（消防及び自衛隊の相互の協力が必要となるその

他の事態を含む ） 」の「その他の事態」とは、規模は小さいが、消防職員等がそ。

の任務を遂行するためには当該消防職員等の輸送支援を自衛隊が行うことが必要と
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なる特殊災害をいうものである。

（情報交換要領）

第３条 協定第２条１に定める情報交換の対象となるものは、

①大規模災害の状況に係る情報

②救援活動の態勢に係る情報

③上記のほか、消防及び自衛隊の任務遂行に資する情報

とし、相互に積極的に連絡を取り合い、情報の共有に努めるものとする。

（連携のための調整要領）

第４条 協定第２条２に定める連携のための調整については、被災地等を管轄する消

防及び災害派遣を命ぜられた自衛隊の部隊等で現地調整機関を設け、原則として当

該消防の施設における調整のための会議により行うものとする。ただし、自衛隊の

部隊等において別に求めるときはこの限りでない。

（自衛隊が行う航空輸送その他の輸送支援の実施要領について）

第５条 協定第２条３に定める自衛隊が行う消防職員等の航空輸送その他の輸送支援

については、以下の要領で行うものとする。

(1) 消防庁からの支援依頼

自衛隊への支援依頼については、消防庁次長から防衛省統合幕僚監部総括官に対

し、様式１の文書により行う。ただし、文書によるいとまがないときは口頭により行

い、その後速やかに文書を送付するものとする。

(2) 防衛省の措置

防衛省は、(1)により依頼を受け、当該依頼に係る輸送を行うことが適当と認めた

ときは、速やかに、様式２の文書により回答する。ただし、消防庁からの依頼によ

り文書によるいとまがないときは口頭により行い、その後速やかに文書を送付する

ものとする。
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（平素の連絡調整）

第６条 協定第３条に定める消防及び自衛隊の平素の連絡調整の責任者は、原則とし

て、別表のとおりとし、両者間において連携要領を定めるなど必要な連絡調整を行

うものとする。

なお、自衛隊側責任者は、消防との連絡調整において他の自衛隊との調整を必要

とする事項が生じた際は、関係する他の自衛隊の部隊等に通報するとともに、消防

側責任者に対し当該部隊等の責任者、所在地等を連絡するものとする。
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別表

連絡調整責任者担任区分

消 防 側 責 任 者 自衛隊側責任者

消防庁国民保護・防災部防災課 防衛省統合幕僚監部参事官

広域応援室長

北海道の消防防災主管部長及び代表 北部方面総監の指定する師団長若しく

消防機関の長 は旅団長又は駐屯地司令の職にある部

隊等の長

次の各県の消防防災主管部長及び代 東北方面総監の指定する師団長又は駐

表消防機関の長 屯地司令の職にある部隊等の長

青森、岩手、宮城、秋田、山形、福

島

次の各都県の消防防災主管部長及び 東部方面総監の指定する師団長若しく

代表消防機関の長 は旅団長又は駐屯地司令の職にある部

茨城、栃木、群馬、埼玉、東京、千 隊等の長

葉、神奈川、新潟、山梨、長野、静

岡

次の各府県の消防防災主管部長及び 中部方面総監の指定する師団長 若し

代表消防機関の長 くは旅団長又は駐屯地司令の職にある

富山、石川、福井、岐阜、愛知、三 部隊等の長

重、滋賀、京都、奈良、大阪、兵庫、

和歌山、鳥取、島根、岡山、広島、

山口、徳島、香川、愛媛、高知

次の各県の消防防災主管部長及び代 西部方面総監の指定する師団長又は駐

表消防機関の長 屯地司令の職にある部隊等の長

福岡、佐賀、長崎、大分、熊本、宮

崎、鹿児島

沖縄県の消防防災主管部長及び代表 南西航空方面隊司令官

消防機関の長

（注）代表消防機関とは、緊急消防援助隊の編成及び施設の整備等に係る基本的な

事項に関する計画（平成１６年２月６日消防震第９号）第２章第１節３（２）

に規定する代表消防機関をいう。
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（様式１）

消 防 広 第 号

平成○年○月○日

防衛省統合幕僚監部総括官 殿

消 防 庁 次 長

○○○に伴う消防への協力について（依頼）

みだしのことにつきましては、下記の事項につき、貴省の御協力をお願いいたしま

す。

記

１ 協力依頼事項

（１）○年○月○日

（２）人員、装備品（出発地～到着地）

２ その他
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（様式２）

統幕参第 号

○ ． ○ ． ○

消 防 庁 次 長 殿

防衛省統合幕僚監部総括官

○○○に伴う消防庁への協力について（回答）

消防広第 号（○．○．○）により依頼のあった標記について、依頼の趣旨に沿

って協力することとなりましたので回答します。


